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さと

に企業が進出②
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さあ、水出せ！　われらは幕末消防団　－　春季消防演習・第３分団腕用ポンプ放水訓練
　６月３日の春季消防演習で披露された「龍吐水（りゅうどすい）型消防ポンプ」は、十王・本宿地区で使われていたもので、
江戸中期から明治初期に全国に普及しました。ポンプ中央から伸びるハンドルを４人の消防団員がシーソーのように交互に押し
合い、水を水槽から筒先へと送ります。30秒ほどで力を使い果たし、ヘトヘトになって次の押し手と交替していました。当時の
消火活動には、今以上に大きな苦労があったようです。いつの時代も火事は怖いもの。一人ひとりが予防消防に努めましょう。
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白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
四
季
の
郷さ

と

に
企
業
が
進
出

－

10
月
、
操
業
開
始
予
定

　

四
季
の
郷
内
の
工
業
用
地
に
、

山
形
市
の
暖
房
シ
ス
テ
ム
製
造
販

売
の
エ
ナ
ー
テ
ッ
ク
が
新
し
い
工

場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

同
社
は
、
１
９
９
２
年
に
創
業

し
、
自
社
開
発
の
床
下
暖
房
シ
ス

テ
ム
を
高
気
密
・
高
断
熱
の
住
宅

の
基
礎
部
分
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

で
設
置
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

特
許
も
取
得
し
て
い
ま
す
。
深
夜

電
力
を
利
用
し
た
蓄
熱
式
の
ヒ
ー

タ
ー
で
、
近
年
の
オ
ー
ル
電
化
住

宅
の
普
及
と
と
も
に
、
出
荷
数
も

増
え
て
お
り
、
全
国
各
地
か
ら
の

注
文
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
新
工
場
で
は
、
床
下
・
床

暖
房
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
組
み
立
て

や
保
管
等
を
行
う
と
と
も
に
、
新

商
品
の
設
計
・
研
究
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
工
場
と
雇
用
の
規
模

　

今
年
７
月
に
約
８
２
５
㎡
の
工

場
の
建
設
を
始
め
、
９
月
末
に
は

完
成
す
る
見
込
み
で
、
10
月
の
操

業
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
第
１
期
工
事
と
位
置
づ
け
、

そ
れ
に
伴
う
従
業
員
は
約
15
人
と

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
３
期
計
画
で
行
う
見
通

し
で
、
工
場
の
増
設
に
伴
っ
て
人

員
を
増
や
し
、
最
終
計
画
の
２
０

１
５
年
度
に
は
延
べ
床
面
積
４
１

２
５
㎡
程
度
ま
で
工
場
・
設
備
を

拡
充
し
、
従
業
員
も
70
人
規
模
に

拡
大
す
る
計
画
で
す
。

●「
白
鷹
町
企
業
立
地
促
進
事
業
」

　

新
工
場
の
建
設
に
は
、
町
土
地

開
発
公
社
が
四
季
の
郷
に
所
有
し

て
い
る
工
業
用
地
・
約
９
１
５
０

㎡
の
取
得
が
必
要
で
し
た
。

　

町
で
は
、
同
社
の
進
出
に
合
わ

せ
て
「
白
鷹
町
企
業
立
地
促
進
事

業
実
施
要
綱
」
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
要
綱
は
、
本
町
へ
の
企
業
立

地
を
促
進
し
、
雇
用
機
会
の
拡
大

や
企
業
の
育
成
を
行
う
た
め
に
、

町
内
特
定
地
域
に
新
設
・
増
設
を

行
う
事
業
者
に
対
し
て
奨
励
補
助

金
の
交
付
を
行
う
も
の
で
、
町
内

産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
本
要
綱
に
基
づ
き
、

操
業
奨
励
と
し
て
７
０
０
万
円
を

助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
同
社
は
、
県
・
町
・
金
融

機
関
が
協
調
し
て
融
資
を
行
う
産

業
立
地
促
進
資
金
融
資
制
度
を
活

用
し
ま
す
。

●
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
白
鷹
の
環
境

　

５
月
２
日
に
行
わ
れ
た
記
者
会

見
で
、
高

橋
充
社
長

は
「
本
社

の
あ
る
山

形
市
に
近

く
、
雪
も

少
な
い
。
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
エ

ナ
ー
テ
ッ
ク
の
社
風
・
商
品
イ
メ

ー
ジ
に
合
う
。
こ
れ
か
ら
で
き
る

駅
に
も
近
く
、
従
業
員
と
な
っ
て

い
た
だ
く
か
た
も
通
い
や
す
い
。」

と
進
出
を
決
め
た
理
由
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
現
在
韓
国
で
稼
働
中

の
生
産
拠
点
も
、
本
町
に
集
約
さ

せ
る
予
定
で
、
商
品
の
販
売
エ
リ

ア
も
日
本
全
国
へ
拡
大
さ
せ
る
計

画
で
す
。

　

メ
イ
ド
・
イ
ン
「
し
ら
た
か
」

の
製
品
が
、
白
鷹
か
ら
全
国
へ
、

そ
し
て
世
界
へ
。

　

新
し
い
企
業
が
、
こ
の
秋
白
鷹

に
誕
生
し
ま
す
。

スラブヒーターユニット

　新築する際、床下土間部分にこのヒーター

を通常１軒あたり20～25ユニット設置します。

　床下から家屋全体に熱を蓄え、天井、壁、

床面からの自然的な輻射熱とその熱でやさし

く暖められた部屋の空気温度と調和させて、

過乾燥と気流のない快適で健康な暖房を行い

ます。

　省エネにもつながる環境に配慮した商品の

製造開発を行う工場が誕生します。

生産するのはこの製品↓

暖
房
シ
ス
テ
ム
製
造
会
社
「
エ
ナ
ー
テ
ッ
ク
（
山
形
市
）」

▲建設予定地の四季の郷内工業用地

Made in Shirataka
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も
う
す
ぐ
…

「
夏
は
紅
花
」
の
し
ら
た
か
で
す

◇
白
鷹
紅
花
ま
つ
り

７
月
15
日（
日
）16
日（
祝
）

開
催

　

会
場
は
滝
野
交
流
館
と
萩
野
大

日
堂
で
す
。
紅
花
の
染
め
体
験
や

食
べ
る
紅
花
食
品
の
販
売
な
ど
多

彩
な
内
容
で
歴
史
の
花
に
触
れ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日

配
布
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

◇「
紅
花
摘
み
応
援
隊
」の

隊
員
を
募
集
し
ま
す

　

紅
花
を
加
工
し
た
紅
餅
が
生
み

出
す
「
赤
」
は
、
自
然
か
ら
採
れ

る
唯
一
の
赤
で
す
。

　

白
鷹
町
は
、
そ
の
昔
、
紅
花
の

大
生
産
地
で
し
た
。
最
上
川
を
下

り
北
前
船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
紅

餅
が
、
京
の
女
性
た
ち
を
彩
り
ま

し
た
。
今
、
織
物
や
化
粧
品
な
ど

に
自
然
の
赤
が
求
め
ら
れ
、
紅
餅

の
生
産
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
本

町
は
現
在
も
県
内
で
最
も
紅
餅
生

産
の
多
い
町
で
す
が
、
こ
の
需
要

に
応
え
る
た
め
「
と
に
か
く
摘
ん

で
加
工
す
る
」
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

紅
花
は
梅
雨
時
の
７
月
、
約
２

週
間
が
開
花
時
期
、
紅
花
摘
み
の

期
間
で
す
。

　

紅
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

こ
の
短
期
間
の
作
業
に
、「
紅
花
摘

み
応
援
隊
」
の
力
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
間　

７
月
13
日
（
金
）
〜
16

日
（
祝
）

○
集
合
時
間　

午
前
８
時
30
分

○
集
合
場
所　

滝
野
交
流
館

○
摘
み
代
金　

１
㎏
１
５
０
０
円

（
雨
の
と
き
は
水
切
り
後
に
計
測

と
な
り
ま
す
）

○
持
ち
物　

畑
仕
事
が
で
き
る
服

装
、
ゴ
ム
手
袋
、
長
靴
、
雨
具

（
準
備
で
き
な
い
か
た
に
は
実
費

で
準
備
し
ま
す
。）

○
そ
の
他

・
昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

・
摘
み
希
望
日
は
、
事
務
局
で
調

　

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

・
町
外
の
か
た
で
、
宿
泊
ご
希
望

　

の
か
た
は
斡
旋
し
ま
す
。

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

観
光
協
会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

◇
紅
花
が
も
う
咲
い
た
？

　

「
紅
花
産
地
・
白
鷹
町
と
し
て

な
に
か
で
き
な
い
か
。」

　

ど
り
い
む
農
園
直
売
所
が
い
ち

ご
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
挑
戦
。
昨

年
11
月
に
蒔
い
た
紅
花
が
５
月
13

日
に
咲
き
始
め
ま
し
た
。
庁
舎
入

口
ホ
ー
ル
に
飾
り
、
紅
花
ま
つ
り

の
宣
伝
に
一
役
か
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

新
た
に
６
月
１
日
付
け
で
、
庄
子
忠
宏
さ
ん
を
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
�
白
鷹
町
�
�
�
�
交
流
大
使
�
を

ご
紹
介
し
ま
す

�

�
�
�
�
不
二
�
�
�
株

式
会
社
代
表
取
締
役
及
�
顧

問
�
�
�
白
鷹
町
�
在
住
�

�
年
間
�
産
業
振
興
�
尽
力

�
�
�
�
�
�
�
�
�
町
民

�
�
多
様
�
交
流
�
築
�
�

�
�
�
�

�

�
�
経
験
�
�
�
�
�
白

鷹
�
�
�
�
�
�
�
�
支
援

�
�
�
�
�
�
�
�
期
待
申

�
�
�
�
�
�

庄
子
忠
宏
さ
ん

不
二
�
�
�
�
�
�
�
�
�

株
式
会
社
�
東
京
都
�
顧
問

宮
城
県
仙
台
市
出
身

　

大
使
は
こ
れ
で
13
人
に
な
り
ま
す
。

　

大
使
の
皆
さ
ま
に
は
名
刺
を
お
渡
し
し
て
、
町
の
観
光
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
産
業
、
芸
術
文
化
な

ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
活
躍
の
分
野
を
活
か
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
、
情
報

提
供
、
白
鷹
学
講
座
講
師
、
し
ら
た
か
的
音
楽
映
画
塾
・
平
成
蔵

人
考
等
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
や
企
業
誘
致
支
援
な
ど
、
そ
の
活

動
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

大
使
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
連
絡
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
産
業
振
興
課
（
☎
85

－

６
１
２
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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【ハーモニークラス】（参加人数／ 111人）
　初心者や万年ビギナーのかた、もはや上達をあきらめたかたなどを対象にし
たクラス。もう一つの目玉は、オールクリーン（減点ゼロ）を出したみんなが
優勝というルール。
　午前中最後の第12セクションの「つぶて石」最終セクションの「白鷹スキー
場」など「あと少し！あと少しでオールクリーンだ！」という、緊迫感のある
挑戦する姿をお楽しみいただけます！

■ハーモニー土曜日（16日）の観戦可能ポイント
①白鷹スキー場スタート････････････････････････7:30 ～   9:00
④曲漆････････････････････････････････････････8:40 ～ 10:10
⑤永泉寺北の山････････････････････････････････9:00 ～ 10:40
⑫つぶて石･･･････････････････････････････････10:40 ～ 13:00
 22 白鷹スキー場ゴール･････････････････････････14:00 ～ 17:00

【トレッキングクラス】（参加人数／ 75人）
　トレッキングでは独自の障害物競走のような「タイムセクション」というの
があります。ここはできるだけ短い時間で通り抜けるほどよいので、ライダー
は転んでも、降りて押しても、なんとか出口までたどり着こうともがきます。
見ているかたの応援のしどころです。「落ち着け～」とか、「ほらもう少し、がん
ばって～」とかご声援いただけると、とてもうれしいものです。

■トレッキング土曜日（16日）の観戦可能ポイント
①白鷹スキー場スタート････････････････････････7:30 ～   8:30
②松程････････････････････････････････････････8:00 ～   9:00
⑤ジャブジャブ広場････････････････････････････9:30 ～ 11:00
⑧スポーツ公園･･･････････････････････････････10:40 ～ 12:20
⑨永泉寺北の山･･･････････････････････････････12:00 ～ 14:00
⑮塩田･･･････････････････････････････････････14:00 ～ 16:30
⑯白鷹スキー場ゴール･････････････････････････14:30 ～ 17:00

スタート＆ゴール：白鷹スキー場

第23回サンシャイントライアル
６月16日（土）17日（日）開催

　今年も全国から「バイクに跨ればだれもがトラ
イアルライダー」な300人ものイケてる親父たち
（女性もいます）が集まります。
　早朝のスタートから夕方ゴールまで、ケモノ道
や廃道、林道を走り、コース中に点在するセクシ
ョン（競技区間）に挑戦します。開催クラスは土
曜と日曜合わせて３クラス。地図で通過時間を調
べて、近くのセクションを観戦してみませんか？
そこには挑戦することを心底楽しむライダーたち
が待っています！

※大会公式プログラムは白鷹町内のコンビニ、Ｇ
Ｓ、最寄のお店などで無料配布中です。

手を振ってのご声援、よろしくお願いします。

土 日
6/16-17

小山沢砂防小山沢砂防

9:00~10:30 

12:00~14:00

※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。

※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。



※林道へ入っての観戦は大変危険ですのでご遠慮ください。
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●主催／サンシャイントライアル　オーガニゼーション
●大会事務局
　〒992-0771山形県西置賜郡白鷹町鮎貝2383-1
　サンシャイントライアル事務局　
　　直通携帯：090-4883-0320（担当／鈴木）
ホームページ：http://www2.jan.ne.jp/̃sunshine/

【パラダイスクラス】（参加人数／ 107人）
　各セクションにオブザーバー（採点する審判）がいるクラス
です。通過するコースもセクションもハイレベルで見応えのあ
るクラス。
　第６セクションの「永泉寺北の山」や第14セクションの「黒
鴨ジャブジャブ広場」などは、毎年沢山の見物人が集まる名物
セクションです！

■パラダイス日曜日（17日）の観戦可能ポイント
①白鷹町スキー場スタート･･･････････････････7:30 ～   8:45
②萩野トラパーク･･･････････････････････････7:45 ～   9:15
⑥永泉寺北の山･････････････････････････････8:45 ～ 11:55
⑦勧進代･･･････････････････････････････････9:05 ～ 12:15
⑪山口丸太･････････････････････････････････9:50 ～ 12:55
⑭ジャブジャブ広場････････････････････････11:45 ～ 14:15
⑳つぶて石････････････････････････････････13:15 ～ 16:45
 21 白鷹スキー場ゴール･･････････････････････13:45 ～ 16:15

■サンシャイントライアル特別番組のご案内
　　　　　－今年は「一芸自慢コーナー」設置

　今年もサントラの様子が特別番組で放映されます。今回は少し目先を

変えて「イケてる親父の一芸自慢」という部分にスポットを当てます。

　トライアルバイクの凄さとライダーのテクニックの数々を皆さんに見

ていただくために「一芸自慢コーナー」を設定します。「バイクでこんな

ことができるの？」といった大技小技のオンパレード！十人十色のライ

ディングをご覧ください。白鷹スキー場で行いますので、皆さんも応援

してください。もし失敗しても、声援を送って大いに盛り上げてくださ

いね。

　特別番組はＹＴＳ山形テレビ（23ch）で放映します。ＢＳ朝日では全

国放送を予定。どうぞお楽しみに！

放送日時：６月23日（土）午後１時30分～１時55分

■歓迎レセプションで「白鷹櫻
おうようかい

鷹會」の皆さんが
　よさこいソーラン踊りを披露します。

　近年全国的に有名になり、踊り手が増えているソーラン踊り。「白鷹櫻
鷹會」は子どもから大人まで男女55人の会員で、各地のよさこい祭りな
どのイベントで踊りを披露しています。「よさこいソーラン」「よっちゃれ」
「乱舞」等々、軽快な鳴子のリズムに合わせた華麗な舞をご堪能くださ
い。
●サンシャイントライアル2007歓迎レセプション
　日時：６月16日（土）午後７時～
　場所：白鷹スキー場スタート台（予定）
　＊雨天中止の場合もあり

走
ら
せ
て
も
ら
�
て
あ
り
が
と
う

2007サンシャイントライアル＆トレッキング
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�

国
民
年
金
�
20
歳
以
上
60
歳
未
満
�
�
�
�
加
入
�
�
保
険

料
�
納
�
�
老
後
�
万
�
一
�
時
�
年
金
�
受
�
取
�
国
�
社

会
保
障
制
度
�
�
�
免
除
制
度
�
�
改
正
�
�
�
制
度
�
�
�

�
�
紹
介
�
�
�
�

�
�
知
�
�

国
民
年
金

■
保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
た
く
て
も
、
所

得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
ど
う

し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
期
間
は
年
金
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
は
全
額
納

付
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
申
請
は
７
月
か

ら
受
付
開
始
で
す
。
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
か
た
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度

　

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
保
険
料

が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
・
定
時

制
・
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
期
間
は
、
年
金
を
受

け
る
た
め
の
必
要
な
期
間
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
が
、
年
金
額
の
計

算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
一
般
の
申
請
免
除
は
、
学
生
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
免
除
・
学
生
納
付
特
例
期
間

　

申
請
免
除
期
間
は
、
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
役

場
の
戸
籍
年
金
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。　

な
お
学
生
納
付
特
例

期
間
は
、
４
月
か
ら
そ
の
翌
年
３

月
ま
で
で
す
。

法定免除　生活扶助や障害年金を受けているときに届出をした場合

申請免除（学生を除く）

保険料を納めるのが経済的に困難なときに申請をして、承認された場合

平成19年度の保険料・年金額です

【国民年金保険料】
　　月額　　14,100円（毎月の保険料の納付期限は翌月末日）
【年金額】　　
　　老齢基礎年金　満額　792,100円
　　障害基礎年金　１級　990,100円　２級　792,100円

免除の対象となる所得のめやす

世帯構成 全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

４人世帯
（夫婦と 16 歳未満の子２人）

１６２万円 ２３０万円 ２８２万円 ３３５万円

２人世帯
（夫婦２人）

９２万円 １４２万円 １９５２万円 ２４７万円

単身世帯 ５７万円 ９３万円 １４１万円 １８９万円

※２人 ・ ４人世帯は夫、 または妻のどちらかのみに所得がある場合の金額です。

み
な
さ
ん
、ご

存
じ
で
す
か
？

●申請者ご本人のほか、配偶者や世帯主のかたも所得基準の範囲内である必要
　があります。
●保険料の一部が免除承認された場合は、残りの保険料を納付しないと未納と
　同じになり、受給資格・年金額ともに反映されません。承認されたら必ず保
　険料を納めましょう。

国民年金キャラクター
ネッキーくん
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平成19年４月施行の

年金制度改正について
離婚時の厚生年金の分配が始まりました

　離婚した場合、当事者の合意または裁判所の決定が
あれば、婚姻期間についての厚生年金の分割を受ける
ことができます。分割の割合は、婚姻期間中の夫婦の
保険料納付記録の合計の半分が限度です。施行日（平
成19年４月）以降に成立した離婚が対象となりますが、
施行日以前の保険料納付記録も分割対象になります。

遺族厚生年金が見直されました

○ご自身が納めた保険料をできるだけ年金額に反映さ
　せるため、自らの老齢厚生年金を全額受給したうえ
　で、現行水準との差額を遺族厚生年金として支給す
　るしくみです。
○子どものいない30歳未満の遺族配偶者への給付が、
　５年間の有期給付になります。また、中高齢寡婦加
　算の支給要件が、35歳以上から40歳以上に引き上げ
　られます。

平成19年度

『移動年金相談日』のごあんない

〈相談日〉

　　　　 　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　※会場は都合により館内別室になる場合があ

　　　　ります。ロビーの案内板をご確認ください。

　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

国民年金のお問い合わせは

町民税務課戸籍年金係

（☎85－6129）まで

国民年金保険料の割引制度

前納割引
まとめて前払いすると割引になります。割引

額は前納する月数により変わります。

　・年度分（12カ月分）を４月に全て納付

　・６カ月分の保険料を４月と10月に納付

　・納付日の属する月分から年度末分までを

　　納付

口座振替による割引
通常振替は当月保険料を翌月末引落しですが、

引落し方法によって割引になります。

　・早割（当月保険料を当月末引落し）

　・１年前納（毎年４月末引落し）

　・６カ月前納（毎年４・10月末引落し）

■詳しくは、

　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）

　へお問い合わせください。

知ってトクする

国 民 年 金

６月 27日（水） 11月 28日（水）
７月 25日（水） 12月 26日（水）
８月 22日（水） H20 １月 30日（水）
９月 26日（水） ２月 27日（水）
10月 24日（水） ３月 26日（水）

平日夜間及び休日の
年金相談のお知らせ

　毎月第２土曜日は、県内の社会保険事務所

などを開庁して年金相談を実施していますの

で、ぜひご利用ください。また、毎週月曜日

は、受付時間を午後７時まで延長して実施し

ています。

※ご相談の際は、年金手帳をご持参ください。
※年金手帳をご持参できない場合は、免許証等
　ご自分の身分証明できるものを持参ください。
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税
源
移
譲
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す   

町
県
民
税

　
「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」と
い
う
方
針
の
も
と
地
方
分
権
を

推
進
す
る
た
め
、
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
町
県
民
税
）
に
３
兆
円

規
模
の
税
源
が
移
譲
さ
れ
ま
す
。
移
譲
の
方
法
は
、
所
得
税
を
減
ら
し

町
県
民
税
を
増
や
す
形
で
行
わ
れ
ま
す
。

質
問　

税
負
担
は
、
ど
う
変
わ
る
の
で
す
か
？

答
え　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
か
た
は
、
１
月

　
　
　

分
か
ら
所
得
税
が
減
り
、
６
月
分
か
ら
町
県
民
税
は

　
　
　

増
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
し
替
え
な
の
で
、「
所
得
税
＋
町

県
民
税
」
の
負
担
は
基
本
的
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
景
気
変
動

に
よ
る
皆
さ
ん
の
収
入
の
増
減
や
、
扶
養
親
族
の
異
動
な
ど
の
影
響
が

あ
る
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。）

質
問　

税
源
移
譲
の
影
響
は
、
い
つ
か
ら
で
す
か
？

答
え　

税
源
移
譲
の
影
響
が
出
る
時
期
は
、
収
入
の
形
態
に

　
　
　

よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
平
成
19
年
１
月
分
給
与
か
ら
所
得

　

税
が
減
額
、
平
成
19
年
６
月
分
か
ら
町
県
民
税
が
増
額

②
年
金
所
得
者　

平
成
19
年
２
月
分
年
金
か
ら
所
得
税
が
減
額
、
平
成

　

19
年
６
月
か
ら
町
県
民
税
が
増
額

③
営
業
・
農
業
等
の
事
業
所
得
者　

平
成
19
年
６
月
か
ら
納
付
す
る
町

　

県
民
税
が
増
額
、
平
成
20
年
３
月
確
定
申
告
で
納
税
す
る
所
得
税
が

　

減
額

質
問　

税
制
改
正
に
よ
り
、
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
？

答
え　

税
源
移
譲
で
は
、
所
得
税
と
町
県
民
税
の
合
計
額
は

　
　
　

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
変
更
で
町
県
民
税
が
増
加

　
　
　

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
11
年
度
か
ら
景
気
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
定
率

減
税
が
、
平
成
19
年
度
課
税
か
ら
全
廃
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減
税
廃
止
に

よ
り
、
町
県
民
税
所
得
割
額
は
最
高
で
２
万
円
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

質
問　

や
ま
が
た
緑
環
境
税
（
県
民
税
）
の
導
入
で
、
ど
う

　
　
　

変
わ
り
ま
す
か
？

答
え　

県
内
の
森
林
資
源
の
保
護
と
、
新
た
な
森
づ
く
り
の

　
　
　

た
め
の
財
源
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
や
ま
が

　
　
　

た
緑
環
境
税
」
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
町
県
民
税
の
均
等
割
（
町
民
税
３
０
０
０
円
＋
県

民
税
１
０
０
０
円
）
が
課
税
さ
れ
る
か
た
に
、
新
た
に
１
０
０
０
円
の

「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問い合わせ
町民税務課町税係
☎85－6132

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

３
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
養
育
者

に
対
す
る
児
童
手
当
の
額
が
一
律

１
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
３
歳
以
上
の
児
童
の
児

童
手
当
の
額
、
支
給
対
象
年
齢
及

び
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
で
す
。

　

６
月
は
、
児
童
手
当
の
現
況
届

の
時
期
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
該

当
者
に
つ
い
て
は
、
通
知
し
ま
す

が
所
得
制
限
等
に
よ
り
、
受
給
さ

れ
て
い
な
い
か
た
に
つ
い
て
も
所

得
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

子
育
て
支
援

係
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
（
☎
85

－

０
２
１

２
）



　　 広報しらたか　2007.6.12●9

平
成
19
年
７
月
１
日
か
ら

重
度
心
身
障
�
�
�
児
�者
医
療
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
身
体
上
ま
た
は

精
神
上
、
著
し
い
障
が
い
を
持
つ

か
た
の
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の

で
、
該
当
者
に
は
、
重
度
心
身
障

が
い
（
児
）
者
医
療
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

◎
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
所

持
者

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

③
療
育
手
帳
Ａ
（
知
的
障
害
）、

公
的
年
金
障
害
１
級
（
障
害
基
礎

年
金
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
）

の
か
た

な
ど
で
、
65
歳
以
上
の
か
た
は
老

人
医
療
受
給
者
に
該
当
す
る
か
た

に
限
り
ま
す
。

※
注
意

　

65
歳
以
上
で
、
引
き
続
き
、
重

度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
を

利
用
す
る
場
合
は
、
老
人
保
健
法

の
障
害
認
定
を
必
ず
受
け
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医

療
は
、
申
請
を
い
た
だ
い
た
月
の

初
日
よ
り
該
当
し
ま
す
が
、
老
人

保
健
法
の
障
害
認
定
の
申
請
は
、

認
定
を
受
け
た
月
の
翌
月
（
認
定

日
が
月
の
初
日
の
場
合
を
除
く
）

か
ら
に
な
り
ま
す
。

◎
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す

平成 19 年
７月以降

平成 19 年
６月まで

自立支援

医療の所

得制限額

老人医療

現役並み

所得

準
用
す
る
基
準

市町村民

税所得割

23.5 万円

住民税の

課税所得

145 万円

基　

準　

額

◎
一
部
負
担
の
有
無
に
つ
い
て

　

本
人
ま
た
は
扶
養
者
に
か
か
る

所
得
税
の
課
税
状
況
に
よ
り
、
一

部
負
担
金
の
有
無
が
決
ま
り
ま
す
。

○
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
（
一
部
負
担
金　

有
）

・
入
院
、
外
来
、
調
剤
、
訪
問
看

　

護
に
か
か
る
基
本
利
用
料
の
１

　

割
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
負
担
額
の
月
額
上
限

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

入
院　

４
万
４
４
０
０
円

　

そ
の
他
（
そ
れ
ぞ
れ
）

　
　
　
　

１
万
２
０
０
０
円

・
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
標

　

準
負
担
額　

２
６
０
円
／
食

○
所
得
税
が
非
課
税
の
場
合

（
一
部
負
担
金　

無
）

　

た
だ
し
、
入
院
時
食
事
療
養
に

係
る
標
準
負
担
額　

２
６
０
円
／

食
は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
注
意

　

所
得
税
課
税
の
場
合
（
一
部
負

担
金　

有
）
で
老
人
医
療
の
自
己

負
担
割
合
が
１
割
の
か
た
に
は
、

こ
の
医
療
証
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

●
乳
幼
児
医
療
制
度
・
母
子
家
庭
等

医
療
制
度
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

　

母
子
家
庭
の
か
た
で
、
母
が
子

を
税
法
上
の
扶
養
と
し
、
所
得
税

が
非
課
税
の
ご
家
庭
を
該
当
と
し

て
医
療
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

該
当
者
以
外
の
か
た
は
、
窓
口
へ

申
請
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
母
子

家
庭
と
し
て
の
判
定
が
で
き
ま
せ

ん
。
母
子
家
庭
で
あ
る
が
該
当
し

た
こ
と
が
な
い
な
ど
疑
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３割

・身体障害者手帳1・2級
・精神障害者保健福祉手帳1級
・療育手帳A（知的障害）
・公的年金障害1級
 （障害基礎年金・特別児童扶養手当）
 を交付してもらっている

市町村民税所得割20万円未満で
ある

交付できません

わたしは、所得税が課税されている

わたしは、65歳を過ぎている

わたしは、所得税の課税者に扶養
されている

（老人・若人）
一部負担金無を交付いたします

(若人）
一部負担金有を交付いたします

老人保健法の受給者証の申請をし
ている

老人保健法の受給者証の申請をし
てください。   はい・いいえ

老人保健法による医療費負担につ
いて、わたしは１割負担である

交付できません
老人保健法の受給者証で医療機
関を受診ください
負担割合は1割なので、医療証の
効力と同じです

（老人）
一部負担金有を交付いたします
医療証で医療機関を1割で受診す
ることができます

重度心身障がい(児）者医療制度
に該当しません

交付できません

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

スタート 以下の流れ図を参考にしてください。

※
青
字
が
変
更
点
で
す
。

■問い合わせ　
　山形県長寿社会課国保指導担当（☎023－630－2272）
　役場町民税務課　国保医療係（☎85－6130）



・企業誘致
・町の紹介（企業向け）

・技術者養成

・各種企業支援策

活力を生む
魅力ある仕事

人生を豊かに
する学び

快適で安心
できる暮らし

特色ある交流
を促す遊び

・農林業の振興
・工業の振興
・商業の振興
・観光の振興
・各産業間の連携

・教育の充実
・生涯学習の推進
・芸術文化の振興

・ともに暮らす社会づくり
・子育て環境の充実
・すこやか生活の充実
・美しく安全なまちづくり
・快適な生活環境の充実

・鮎貝まちづくり
・町の紹介（一般向け）

・若者定住住宅

・子育て支援

・公共交通網

・観光４シーズン
・イベント支援

・広域連携

・情報受発信

・地域資源の活用

・グリーンツーリズム

今後３年間（H19～H21）の重点

頑張る白鷹プロジェクト

・インフォメーション機能整備
・町ＰＲ戦略
・各種資料のデジタル化
・町資源のデータベース化　等

白鷹デジタルアーカイブ

白鷹町のまちづくり

・白鷹らしい遊びをつ
　くる
・交流促進と人づくり
・特色ある地域づくり

古典桜の里へ“ござっておごやえ!!”

自然・文化を生かし地域が輝く町

いきいきとした町をつくる

観光交流

定住促進

企業立地
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１「働いて」おごやえプロジェクト
（目的、概要）
　まちづくりの基盤となる就労の場の確保
と商工業の振興を目指し、首都圏との交流
を推進しながら企業誘致や受注拡大を図り、
誘致企業に対して各種支援策を講じていく。
また、既存企業も含めた技術力の向上等に
取り組む企業を支援していく。
（具体的な成果目標）
・誘致企業数　　０社　→　１社
・製造品出荷額
　199 億 3000 万円（H17）　→

　219 億 2000 万円（10％増）
・受注成約件数
　０件　→　30 件（３年間の目標件数）
・技能検定資格取得人数
　０人　→　15 人（３年間の目標人数）
（具体的な事業）
企業立地促進事業、白鷹サテライトオフィ
ス設置事業、企業誘致活動及び受注活動事
業、中小企業技術者養成研修事業

２「住んで」おごやえプロジェクト
（目的、概要）
　少子化や若者の流出による人口減少が進
むなか、鮎貝土地区画整理事業を推進し優
良な住宅地を提供する。また、利用者数が
減少傾向の町営バスや路線バスなど公共交
通網のあり方を研究し、本町にふさわしい
交通ネットワークを整備する。さらに保育
サービスの充実や若者向け住宅の整備など
子育て環境の充実を図る。
（具体的な成果目標）
・鮎貝土地区画整理事業保留地処分件数　
　71 件（未処分の保留地全件分）
・保育所の民間委託
　０カ所　→　１カ所
（具体的な事業）
ニュータウン四季の郷ＰＲ事業、交通ネッ
トワーク整備事業、保育サービス充実事業

３「来て見て」おごやえプロジェクト
（目的、概要）
　交流人口の拡大や観光の振興を目指し、
本町の歴史的・文化的に貴重な地域資源を
保存・修復しながらデジタル映像によるデ
ータベース化し、町内外に発信していくと
ともにイベントやグリーン・ツーリズムな
どに活用していく。
（具体的な成果目標）
・紅花加工品数　　50kg　→　100kg
・農家民泊開設数　　０戸　→　５戸
・農家民泊宿泊者数　０人　→　250 人
（具体的な事業）
デジタルアーカイブ事業、芸術作品保存修
復事業、観光４シーズン化推進事業、観光
交流推進事業、地域資源活用産業創出事業、
イベント支援事業、やまがた花回廊キャン
ペーン事業、指定文化財保護管理事業

白
鷹
町
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

　

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
や
る
気
の
あ
る
地
方
が
自
由
に
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
、「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、

前
向
き
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
国
が
地
方
交
付
税
等
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
町
の
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
メ
ー
ジ
と
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳細については、白鷹町ホームページでご覧いただけます。
（http://www.town.shirataka.yamagata.jp/ganbaru/ganbaru.htm）
■問い合わせ　総務政策課　政策企画係（☎85－6123）

３つのプロジェクト

白鷹町頑張る地方応援プログラムのイメージ
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実施期間　６月１日（金）～30日（土）
　県内の高齢者の交通事故死者は、死者全体の６
割を超える率で推移しています。高齢社会の一層
の進展により、今後ますますお年寄りが関係する
交通事故の増加が懸念されます。
　行楽などに出かける機会が多くなるこの時期に、
県民の皆さん、そしてお年寄りの皆さんに安全な
交通行動を呼びかけ、交通事故からお年寄りを守
りましょう。

平成19年度高齢者の交通事故防止広報強化月間実施中！

重点項目

歩行者は
・道路を横断するときは『いつでもどこでも安全

　確認』をしよう。

・夕方からの夜間外出は『見られて安全』ピカピ

　カ光る夜光反射材を身につけよう。

自転車、バイクは
・交差点では『しっかり止まってはっきり確認』

　をしよう。

自動車は
・高齢歩行者を見かけたらスピードを落し、思い

　やりのある運転をしよう。

・運転者も同乗者もシートベルト・チャイルドシ

　ートを着用しよう。

・体調の悪いときは運転を控えよう。

・飲酒運転は絶対にしない、させない、許さない

　ようにしよう。

「
空
き
巣
」「
自
転
車
盗
」「
車
上
ね
ら
い
」

�
�
�
�
身
近
�
発
生
中

　

多
く
の
人
が
不
安
を
感
じ
る

「
空
き
巣
」
や
「
自
転
車
盗
」「
車

上
ね
ら
い
」
な
ど
は
、
皆
さ
ん
の

身
近
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

多
く
は
、
鍵
を
掛
け
ず
に
被
害
に

遭
っ
た
も
の
で
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り

が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

防
犯
の
カ
ギ（
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
） 

 

は
『
鍵
』
で
す
。

☆
防
犯
の
カ
ギ
①

自
転
車
は
防
犯
登
録
と二

重
ロ
ッ
ク

　

自
転
車
盗
の
被
害
の
特
徴
は
、

中
学
生
、
高
校
生
の
被
害
が
多
く
、

全
体
の
８
割
が
無
施
錠
で
す
。

☆
防
犯
の
カ
ギ
③

外
出
（
就
寝
）
時
は
、

戸
締
ま
り
を
忘
れ
ず
に
。

出
か
け
る
と
き
は
、

隣
近
所
に
も
声
を
か
け
て
。

◎
お
願
い

　

警
察
、
防
犯
協
会
で
は
、
家
庭
、

会
社
、
駐
車
場
な
ど
で
防
犯
診
断

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署　

長
井
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
事
務

局
（
☎
84

－

０
１
１
０
）
／
総
務

政
策
課　

生
活
安
全
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

施錠なし 4 17 2 12
施錠あり 0 3 1 3

中学生 高校生 他少年 成人

平成18年自転車盗被害状況

☆
防
犯
の
カ
ギ
②

車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

「
キ
ー
抜
き
・
ド
ア
ロ
ッ
ク
」

車
内
に
貴
重
品
を

置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

　

車
上
ね
ら
い
の
被
害
の
特
徴
は
、

買
い
物
中
や
自
宅
で
の
被
害
が
多

く
、
半
数
は
無
施
錠
で
す
。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

施錠なし 7 6 6 2
施錠あり 3 3 3 1

自宅 買い物 他私用 その他

平成18年車上ねらい被害状況
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　５月21日、鮎貝小学校の５年生が「田ん
ぼの学校」で田植えを行いました。同校が
５年前から食農教育の一環として行ってお
り、地域のかたがたとのふれあう機会にも
なっています。鮎貝堰土地改良区の皆さん
が先生として指導にあたり、子どもたちは
田んぼに足を取られながら、丁寧に苗を植
えました。そのあと、この田んぼでとれた
お米でみそおにぎりを握り、お米をつくる
喜びを感じ「格別の味」を味わいました。

鮎
貝
小
学
校

�
田
�
�
�
学
校
�
田
植
�
体
験

　５月９日、造園家・佐野藤右衛門さんが
来町されました。代々「桜守」を務め、全
国の桜を育てられています。この日は古典
桜の一本一本を丁寧に見て回られました。
佐野さんは「人の手を掛けすぎてはいけな
い。子育てと同じように育成してほしい」、
また「桜をめでる心の豊かさ、地域の風土
があったから古典桜が残っている。歴史や
文化が深くかかわっていることを理解して
伝えていってほしい」と話されました。

桜
�
人
�
呼
応
�
�役
目
�
果
�
�
�
�
�

日
本
�
�
�
�
会
副
会
長
�
佐
野
藤
右
衛
門
�
�

　５月10日、長井警察署で、春の交通安全
県民運動の出発式が行われました。その後、
交通安全協会ほかの代表の皆さんが役場を
訪れ、交通安全メッセージの伝達を行いま
した。こぐわ保育園の高橋翔馬くんと中川
みさきさんは、ちびっこ警察官として「交
通ルールを守ります。安全な町になるよう
にお願いします」とメッセージを橋本町長
に手渡しました。子どもたちに、お年寄り
にやさしい安全安心の町にしたいものです。

�
�
�
�
笑
顔
�
�
�
�
交
通
安
全

春
�
交
通
安
全
県
民
運
動
出
発
式

　５月下旬、あゆ茶屋で、羽越水害40年行
事が行われました。昭和42年の羽越水害の
恐ろしさを伝え、防災への意識向上につな
げようと、県内各地で行われています。20
日には、鮎貝区長の小口祐一さんが自ら体
験し、鮮明に残る水害の記憶を発表。小口
さんは「現在は堤防や排水機場の設置で水
害は起きていない。しかし、忘れられたこ
ろに大きな災害が起こらないよう、日々の
備えと心がけが必要だ」と話されました。

心
新
�
�
災
害
�
�
備
�
�

羽
越
水
害
40
年
行
事
体
験
発
表
会

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
１

心
を
育
む
コ
ン
サ
ー
ト

－

校
歌
の
父
芳
賀
秀
次
郎
を
歌
う

　

５
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
、

心
を
育
む
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
蚕
桑
出
身
で
学
校
教
師

を
務
め
た
故
芳
賀
秀
次
郎
さ
ん
は
、

詩
人
と
し
て
も
優
れ
た
作
品
を
残

さ
れ
ま
し
た
。
教
え
子
で
あ
る
山

形
南
高
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
の
皆
さ
ん
が
、

氏
の
作
詞
し
た
名
曲
な
ど
を
合
唱
。

新
国
民
歌
と
し
て
選
ば
れ
た
「
わ

れ
ら
愛
す
」
の
合
唱
、
蚕
桑
小
児

童
に
よ
る
校
歌
斉
唱
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た

人
び
と
は
、
氏
を
偲
び
、
そ
し
て

自
身
の
思
い
出
を
回
想
し
た
様
子

で
、
や
わ
ら
か
な
歌
声
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
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　５月13日の白鷹虚空蔵菩薩祭礼に合わせ、
２つのサミットが行われました。山頂サミ
ットでは、周辺各市町の関係者から取り組
み状況などが話され「近年のトレッキング
ブームに対応し、新しくマップをつくる必
要がある」などの意見も出されました。ま
たヤングサミットでは、鷹山小学校をはじ
め４小学校の皆さんが歌を披露し、「出会っ
た仲間と仲良くしていきましょう」などと
宣言が行われました。

白
鷹
山
周
辺
�
人
�
�
�
山
頂
�
交
流

�
月
13
日
��
高
�
山
�
日
�

　５月３日から５日にかけて、ソフトボー
ル場を主会場に、ソフトボールフェスティ
バルが行われました。東北・関東地区から
24校の女子チームが参加しました。開会式
では、長井高校の齋藤悠理主将が選手宣誓
し、３日間の大会がスタート。各チームは、
全試合にわたり若さあふれるプレーを繰り
広げました。その結果、帝京安積高校（福
島県）が３年ぶり２回目の優勝を果たしま
した。

�
�
�
�
国
体
開
催
記
念

第
16
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月13日、中央公民館で、おかえりなさ
いコンサートが行われました。主催は障が
い者とボランティアの皆さんによる実行委
員会で、町内外の福祉施設や音楽グループ
などが出演し、歌や演奏、芝居を披露しま
した。白鷹陽光学園の利用者の皆さんは、
職員の演奏に合わせ「野に咲く花のように」
を体を動かしながら元気に歌いました。参
加したすべての人びとが心を一つにした笑
顔あふれるコンサートでした。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
16
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　５月18日、パレス松風で、観光まちづく
り講演会が行われました。北海道小樽市に
今年４月、薬師桜の二世が植樹され、その
縁で小樽観光協会理事を務める小河原格さ
んの講演が実現。「小樽雪あかりの路」で冬
の魅力づくりを先導してきた小河原さんは
「まちづくりは、住む人びとが参加し楽し
み、誇りを持つことが大事。訪れる人はそ
こに興味をそそられ、観光へと波及する」
と話されました。

�
�
�
�
�
�
�
自
分
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

白
鷹
町
観
光
協
会�

観
光
�
�
�
�
�
講
演
会

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に

白
鷹
町
こ
ぶ
し
会
赤
十
字
奉
仕
団

　

こ
ぶ
し
会
赤
十
字
奉
仕
団
が
、

荒
砥
小
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

同
奉
仕
団
は
、
赤
十
字
の
志
や
精

神
に
賛
同
し
、
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
で
、
荒
砥
・
十
王
地
区
の

女
性
45
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
、
中
央
公
民
館
で
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し
て
出
発
す

る
皆
さ
ん
に
、
教
育
委
員
会
か
ら

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

は
腕
章
と
赤
十
字
マ
ー
ク
の
バ
ッ

ジ
を
着
け
、
下
校
時
な
ど
に
街
頭

で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
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小
口
祐
一
さ
ん
が

旭
日
単
光
章
を
受
章

　

平
成
19
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、

小
口
祐
一
さ
ん
（
箕
和
田
）
が
土

地
改
良
事
業
の
功
労
者
と
し
て
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
口
さ
ん
は
、
鮎
貝
堰
土
地
改

良
区
理
事
を
４
年
間
務
め
、
そ
の

後
昭
和
60
年
に
53
歳
で
同
理
事
長

に
就
任
し
、
厚
い
信
頼
の
も
と
に

長
き
に
わ
た
り
、
安
定
し
た
稲
作

経
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
箕
和
田
排
水
機
場
や
排

水
路
の
整
備
に
よ
り
、
地
域
の
湛

水
被
害
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
鮎
貝
地
区
長
も
務
め

ら
れ
、
昨
年
４
月
か
ら
は
町
区
長

会
長
に
就
任
し
、
町
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
春
の
叙
勲
で
、

内
谷
史
良
さ
ん
（
十
王
）
が
地
方

自
治
の
功
労
者
と
し
て
、
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
玉
芝
居
」
が
山
形
県
観
光

物
産
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

高
玉
芝
居
（
高
栄
会　

鈴
木
啓

座
長
）
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
発

祥
さ
れ
、
西
高
玉
地
区
に
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
町
内
外
の
市
井

の
人
び
と
の
楽
し
み
と
し
て
各
地

で
上
演
さ
れ
、
昭
和
45
年
に
は
町

の
指
定
無
形
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
平
成
15
年
度
の
国
民
文
化
祭

「
地
芝
居
の
祭
典
」
に
出
演
し
た

ほ
か
、
毎
年
定
期
公
演
を
行
い
伝

統
継
承
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
４
シ
ー
ズ
ン
事
業
の

「
釜
の
越
・
薬
師
さ
く
ら
ま
つ
り
」

時
に
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

桜
の
樹
下
で
公
演
し
、
そ
の
魅
力

で
県
内
外
か
ら
誘
客
す
る
な
ど
観

光
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
栄
会
で
は
、
高
玉
芝
居
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
、
町
内
外
か

ら
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
版

�
広
報
�
�
�
�
�
議
会
�
�
�

�
�
�
�
�
�
製
本
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
お
早

め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

情
報
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
１
）

平
成
19
年
度
予
算
概
要
書

�
�
�
�
!!
�
�
�
�
�
�
�

町
�
�
�
�
�
�
�
�
掲
載
�

�
�
�
�
�

　

印
刷
サ
ー
ビ
ス
を
１
部
１
０
０

円
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

か
た
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ

く
り
推
進
課　

企
画
振
興
係
（
☎

85

－

６
１
１
０
）

平
成
18
年
度
�
白
鷹
町
情

報
公
開
条
例
�
個
人
情
報

保
護
条
例
�
運
用
状
況
�

公
開
�
�
�

▼
期
間　

平
成
18
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開

条
例
第
26
条
・
個
人
情
報
保
護
条

例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

平
成
16
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
行
政
が

保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
及
び

適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
・
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

項目 件数

情報公開請求 ４件

情報公開等決定 ４件

情報公開不服申立 ０件

個人情報開示等請求 ０件

個人情報開示等決定 ０件

個人情報保護不服申立 ０件

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

総
務
係
（
☎
85

－

６
１
２
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

役
立
�
�
�
�
�

　

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便

局
の
簡
易
生
命
保
険
や
郵
便
貯
金

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
の

施
設
整
備
な
ど
の
財
源
と
し
て
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
こ
れ
ら
の
資
金

か
ら
白
鷹
町
で
融
資
を
受
け
た
事

業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
郵
便
貯
金
資
金
対
象
事
業

【
減
税
補
て
ん
債
】１

０
５
０
万
円

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

財
政
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

「
お
し
ら
せ
版
」
の
発
行
日

変
更
に
つ
い
て

　

７
月
に
行
わ
れ
る
「
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
（
７
月
28
日
任
期
満

了
）」に
つ
い
て
の
周
知
を
行
う
た

め
、
今
月
の
広
報
し
ら
た
か
「
お

し
ら
せ
版
」
の
発
行
日
を
６
月
22

日
（
金
）
か
ら
６
月
27
日
（
水
）

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

情
報
企
画
係（
☎
85

－

６
１
２
１
）
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消
防
表
彰
受
賞
者
�
�
�
�
�

　

６
月
３
日
の
春
季
消
防
演
習
に

お
い
て
、
表
彰
状
の
伝
達
、
感
謝

状
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
山
形
県
知
事
表
彰
】

○
金
条
章　

第
２
分
団

○
特
別
功
労
章

　

伊
藤
俊
和
・
橋
本
忠
敬

○
功
労
章

　

大
滝
丈
夫
・
丸
川
憲
康
・
衣
袋

　

正
人
・
原
田
純
・
青
木
正
浩

○
功
績
章

　

本
木
修
・
小
林
浩
一
・
佐
藤
敏

　

浩
・
山
口
利
道
・
松
下
貴
洋
・

　

大
滝
孝
一
・
紺
野
市
夫

○
精
練
章

　

五
十
嵐
勉
・
佐
藤
政
寛
・
馬
場

　

義
弘
・
横
澤
俊
和
・
佐
藤
貴
博

　

・
川
村
朋
弘
・
五
十
嶺
英
幸
・

　

舩
山
浩
二

○
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
（
勤
続

20
年
以
上
）

　

鈴
木
義
昭
・
樋
口
良
弘
・
金
田

　

敬
・
大
滝
義
昭
・
飛
鳥
井
芳
一

○
消
防
団
活
動
貢
献
事
業
所
感
謝
状

　

株
式
会
社　

佐
藤
燃
料
店

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

○
功
績
章　

髙
田
正
浩

○
精
績
章　

芳
賀
繁
範

○
精
績
章　

佐
々
木
誠
司

【
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

○
竿
頭
綬　

第
２
分
団

○
優
良
章

　

石
山
雄
一
・
長
岡
満
・
小
関
一

　

哲
・
古
名
直
人
・
金
田
修
・
馬

　

場
範
之
・
芳
賀
貴
幸
・
松
澤
和

　

也
・
佐
藤
正
宏
・
丸
川
幸
浩
・

　

大
木
秀
・
飯
澤
隆
弘
・
梅
津
一

　

紀
○
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

佐
藤
定
敏
・
髙
橋
弘
寿

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

小
林
一
幸
・
小
松
俊
和
・
今
嘉

　

徳
・
横
沢
新
一
・
五
十
嵐
勉
・

　

馬
場
義
弘
・
大
木
健
一
・
大
滝

　

和
幸
・
沖
田
利
幸
・
佐
藤
一
正

　

・
安
達
正
幸
・
影
山
敬
一
郎
・

　

鑪
光
浩
・
丸
川
雅
晴
・
小
松
与

　

志
雄
・
鈴
木
伸
一
・
髙
橋
好
美

　

・
衣
袋
清
三
郎

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

髙
田
博
・
横
澤
俊
和
・
長
岡
満

　

・
古
名
直
人
・
樋
口
秀
人
・
佐

　

藤
貴
光
・
沼
澤
勉
・
大
滝
淳
・

　

金
田
正
吉
・
遠
藤
正
巳
・
鈴
木

　

仁
・
竹
田
敏
文
・
長
岡
聡
・
菅

　

原
和
彦
・
松
下
茂
・
佐
竹
進
・

　

守
谷
維
隆
・
橋
本
進
一
・
竹
田

　

雅
範
・
梅
津
孝
助
・
菅
原
利
浩

　

・
小
形
千
春

【
山
形
県
消
防
協
会

西
置
賜
支
部
長
表
彰
】

○
優
良
機
関

　

第
１
分
団
第
５
部
第
６
班

○
優
良
消
防
団
員

　

今
野
和
博
・
佐
藤
吉
剛
・
金
田

　

聡
・
丸
川
敏
治
・
岡
部
秋
彦
・

　

松
木
伸
次
・
山
口
孝
弘
・
鈴
木

　

広
貴
・
樋
口
敏
之
・
鈴
木
博
明

　

・
菊
地
秀
樹
・
清
野
隆
博
・
小

　

林
康
之
・
五
十
野
淳
・
海
老
名

　

智
之
・
大
滝
淳
・
遠
藤
崇
幸
・

　

安
達
善
則
・
岡
田
猛
生

○
優
良
運
転
者

　

松
澤
和
也
・
金
田
規
嗣
・
竹
田

　

雅
範

【
白
鷹
町
長
感
謝
状
】

○
幹
部
退
団
者（
班
長
以
上
幹
部
）

　

小
口
賢
二
・
小
林
一
幸
・
小
松

　

敏
和
・
今
嘉
徳
・
粟
野
昌
彦
・

　

橋
本
英
一
・
橋
本
和
夫
・
安
部

　

竜
郎
・
佐
藤
正
宏
・
梅
津
孝
助

○
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
15
年

以
上
の
団
員
）

　

川
田
敬
一
・
髙
橋
好
美
・
大
江

　

勝
則
・
橋
本
秀
一
・
衣
袋
清
三

　

郎
・
菅
原
利
浩

【
白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰
】

○
賞
詞（
勤
続
13
年
以
上
の
団
員
）

　

今
野
友
博
・
五
十
嵐
政
紀
・
菅

　

進
・
長
岡
弘
之
・
迎
田
一
昭
・

　

山
川
久
雄
・
横
澤
修
・
菅
原
勉

　

・
舩
山
一
浩

平成19年度春季消防演習の様子
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●
い
つ　

７
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　

（
午
後
６
時
開
場
）

●
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館

●
料
金　

前
売
３
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
３
５
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

○
町
内
／
教
育
委
員
会
、
各
地
区

　

公
民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

○
町
外
／
音
楽
Ａ
Ｚ
Ｍ
館
長
井
本

　

店
（
長
井
市
）、富
岡
本
店
（
山

　

形
市
）

●
共
催　

白
鷹
学
講
座
企
画
委
員

会
、
白
鷹
町
教
育
委
員
会
、
置
賜

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
後
援　

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

　

『
夏
の
旅
』
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
向
井
山
朋
子
さ
ん
に
よ
る
、
ピ

ア
ノ
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

各
開
催
地
で
事
前
に
録
音
さ
れ
た

「
ま
ち
の
音
」
が
、
向
井
山
朋
子

自
身
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
『
即
興
曲
』
な
ど
に

編
み
込
ま
れ
、
演
奏
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
音
を
編
み
込

ま
れ
た
新
し
い
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
の
中
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。

白
鷹
学
講
座　

パ
ー
ト
３

�

夏
�
旅

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
音

古
代
・
先
祖
の
息
吹
を
、

わ
た
し
た
ち
の
手
で
現
代
に

－

小
四
王
原
遺
跡
解
体
復
元
事
業

の
お
し
ら
せ

－

○
小
四
王
原
遺
跡
と
は

　

町
内
に
あ
る
文
化
財
の
う
ち
重

要
な
も
の
に
つ
い
て
は
国
や
県
、

町
で
指
定
を
行
い
、
そ
の
保
存
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
現
在

町
に
は
国
指
定
１
件
、
県
指
定
５

件
、
町
指
定
33
件
が
あ
り
ま
す
）。

　

そ
の
町
指
定
の
一
つ
で
あ
る

「
小
四
王
原
遺
跡
」
は
、
高
岡
地

区
の
小
四
王
原
と
呼
ば
れ
る
台
地

一
帯
に
あ
る
縄
文
時
代
（
今
か
ら

４
０
０
０
年
前
）
の
集
落
址
で
す
。

一
部
住
居
床
面
址
が
ほ
ぼ
完
全
な

状
態
で
発
掘
さ
れ
た
た
め
、
昭
和

47
年
に
復
元
を
行
い
、
以
後
小
学

校
の
社
会
科
見
学
な
ど
、
町
の
歴

史
を
知
る
教
材
と
し
て
広
く
活
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
数
回
、
修
復
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
７
年
の
整
備
後

12
年
が
経
ち
、
老
朽
化
に
よ
る
傷

み
が
ひ
ど
く
修
復
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
復
元
は
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
単
に
町
が
行
う

の
で
は
な
く
、
生
き
た
教
材
に
触

れ
る
郷
土
学
習
と
し
て
、
町
内
外

の
学
生
や
町
民
の
か
た
が
一
緒
に

行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法

で
行
い
ま
す
。

○
復
元
内
容

　

町
民
の
か
た
と
生
徒
た
ち
な
ど
、

多
く
の
か
た
に
よ
る
手
づ
く
り
の

史
跡
復
元
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

(1)
有
識
者
�
技
術
者
�
�
�
�
指

導
�
�
�
�
町
民
�
�
�
�
町
内

外
�
高
等
学
校
�
短
期
大
学
等
�

生
徒
�
�
�
参
加
�
�
�
作
業
�

�
�
�
復
元
�
行
�
�
�
�

(2)
復
元
作
業
�
前
�
小
四
王
原
遺

跡
�
�
�
�
�
有
識
者
�
�
�
�

�
�
講
演
�
�
�
�
�
上
映
等
�

�
開
催
�
�
当
遺
跡
�
�
�
�
理

解
�
関
心
�
深
�
�
�
�

　

以
上
が
事
業
の
主
な
内
容
で
す

が
、
細
か
い
こ
と
に
つ
い
て
は
現

在
地
元
で
あ
る
高
岡
区
と
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
か

た
に
復
元
整
備
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
再
認

識
・
発
見
、
さ
ら
に
郷
土
に
対
す

る
愛
着
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
詳
し
く
は
お
し
ら
せ
版
６
月
号

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

文
化
振
興
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

【
向
井
山
朋
子
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
在

住
。
１
９
９
１
年
、
国
際
ガ
ウ
デ
ア

ム
ス
演
奏
家
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。

　

主
な
作
品
は
、
た
っ
た
一
人
の
観

客
に
対
し
て
演
奏
す
る
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
〝for you

〞、

ビ
デ
オ
作
品
‚haar

／haar

（
彼
女

の
／
髪
）‘、
ガ
ラ
ス
、
光
、
ミ
デ
ィ

ピ
ア
ノ
と
ノ
イ
ズ
を
使
っ
た
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
‚you and bach

‘。

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
は
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
モ
デ
ル
ン
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
イ
ン
テ
ル
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
ン
、

ロ
ン
ド
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
、
ロ

イ
ヤ
ル
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ー
な
ど
に

例
年
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
て
い

る
。

photo:Kiriko
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

体力と運動

　町の健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」では、働き盛りの人た
ちの健康な暮らし～若さを保ち元気に暮らすこと～を目指しています。
そのためには、体力を維持し増進していくことが大切です。
　これを受けて、生活に運動を取り入れ楽しむことを推進しています。
◎平成22年に１週間に１～２回以上運動する人の割合を25％以上にしま
　しょう！

健康のひろば

メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
の
予
防
と
運
動

�

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画
�
元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
21
�

�
�
生
活
�
楽
�
�
運
動
�
取
�
入
�
�
�
�
�
推
進
�
�

�
�
�
�
社
会
環
境
�
変
化
�
�
�
�
車
社
会
�
到
来
�
�

当
町
�
�
玄
関
�
�
玄
関
�
�
車
�
移
動
�
�
�
�
�
日
常

�
�
�
�
�
�
�
�
意
識
�
�
生
活
�
運
動
�
取
�
入
�
�

楽
�
�
運
動
不
足
�
解
消
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
予
防
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
内
臓
脂
肪
�
蓄
積

�
�
�
�
�
高
血
糖
�
高
脂
血
�
高
血
圧
�
�
�
動
脈
硬
化

�
危
険
因
子
�
�
�
以
上
持
�
状
態
�
�
�
�
�
�
一
�
�

状
態
�
軽
�
�
�
�
複
数
�
危
険
因
子
�
重
�
�
�
動
脈
硬

化
�
急
速
�
進
�
�
脳
卒
中
�
心
筋
梗
塞
�
�
�
発
症
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
あ
な
た
の
健
康
は
�

今
日
の
一
歩
か
ら
�

　

先
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た

「
２
０
０
５
年
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
」
結
果
を
見
る
と
、
男
性
の

す
べ
て
の
年
齢
階
級
で
、
肥
満
者

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
40
歳
代

が
34
・
１
％
と
最
も
高
い
値
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
で
は
、
40
歳
〜
60

歳
代
で
の
肥
満
者
の
割
合
が
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
若
い
世
代
で
低

体
重
（
や
せ
）
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
わ
れ

る
「
内
臓
脂
肪
症
候
群
」
の
状
況

で
、
40
歳
〜
74
歳
の
中
高
年
男
性

の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に

１
人
が
該
当
者
か
予
備
群
で
、
そ

の
数
は
男
女
合
わ
せ
て
、
全
国
で

該
当
者
約
９
２
０
万
人
、
予
備
群

約
９
８
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
糖

尿
病
や
動
脈
硬
化
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
に
直
結
し
て
お
り
、
中
高

年
の
３
割
が
有
病
者
か
そ
の
予
備

群
で
あ
る
と
の
驚
く
べ
き
実
態
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

飽
食
や
食
生
活
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
、
運
動
不
足
な
ど
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
で
も
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。
平
成
15
年
に
実
施
し

た
健
康
生
活
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
働
き
盛
り
の
運
動
習
慣
に

つ
い
て
、
１
週
間
に
１
〜
２
回
以

上
運
動
す
る
人
は
14
・
８
％
で
、

大
変
低
い
結
果
で
し
た
。
運
動
の

内
容
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
一
番
多

く
、
今
後
や
り
た
い
運
動
と
し
て

も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
ト
ッ
プ
で
し

た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
の
た
め
の
運
動
と
し
て
も

〝
日
々
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
〞
を
お

勧
め
し
ま
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
で
１

時
間
く
ら
い
汗
を
流
す
の
が
理
想

で
す
が
、
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ

せ
調
整
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

無
理
を
せ
ず
〝
継
続
〞
を
目
標
に

が
ん
ば
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

き
っ
か
け
づ
く
り
を
求
め
て
い

る
か
た
は
、
月
に
１
回
開
催
し
て

い
る〝
に
こ
に
こ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
〞

に
参
加
し
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と

楽
し
く
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

メタボリックシンドロームの診断基準

内臓脂肪蓄積（ウエスト周囲径）
　男性　85cm以上　女性　90cm以上

＋以下の項目２項目以上
血清脂質異常
　中性脂肪（トリグリセリド値）150mg ／ dl 以上

　ＨＤＬコレステロール値　40mg ／ dl 以下

　のいずれか、または両方

血圧高値
　最高血圧　130mmＨｇ以上

　最低血圧　 85mmＨｇ以上

　のいずれか、または両方

高血糖
　空腹時血糖　110mg ／ dl 以上

※健診結果をご参照ください。

４月28日　花ウオーク
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催　し

�
�
�
村
祭
�

　

初
夏
の
深
山
・
の
ど
か
村
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
山
菜
、
地
物
野

菜
な
ど
の
直
売
、
好
評
の
手
打
ち

そ
ば
な
ど
お
い
し
い
も
の
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

の
ど
か
村

▼
イ
ベ
ン
ト
な
ど

・
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

・
青
竹
流
し
そ
ー
め
ん

・
そ
ば
早
食
い
競
争

・
さ
く
ら
ん
ぼ
の
種
飛
ば
し

・「
ブ
ル
ー
ト
ー
ン
ズ（
中
山
町
）」

　

の
バ
ン
ド
演
奏

・
陶
芸
・
手
漉
き
和
紙
体
験

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

０
３
８
０
）

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
８
時
30
分

▼
集
合　

午
前
５
時
45
分　

　
　
　
　

蚕
桑
小
学
校

▼
コ
ー
ス　

蚕
桑
小
学
校
〜
山
口

（
山
際
）
〜
高
玉
（
瑞
龍
院
）
〜

蚕
桑
小
学
校

▼
内
容　

水
の
張
ら
れ
た
田
園
風

景
や
野
に
咲
く
花
々
を
眺
め
な
が

ら
、
小
鳥
の
冴
え
ず
り
に
歩
調
を

合
せ
、
ゆ
っ
く
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で

歩
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集

　

ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
予
定　

７
月
29
日
（
日
）

県
民
の
森
散
策
コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

　

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１

０
）

介
護
者
�
�
�
�

　

認
知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い

る
同
じ
立
場
の
か
た
が
た
と
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り
、
ヒ
ン

ト
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
介
護
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ
・
ど
こ
で

７
月

・
２
日
（
月
）
蚕
桑
地
区
公
民
館

・
３
日
（
火
）
鮎
貝
地
区
公
民
館

・
４
日
（
水
）
十
王
地
区
公
民
館

・
５
日
（
木
）
荒
砥
地
区
公
民
館

・
６
日
（
金
）
鷹
山
地
区
公
民
館

・
９
日
（
月
）
東
根
地
区
公
民
館

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

▼
内
容　

話
し
合
い
、
ビ
デ
オ
で

の
研
修

▼
締
め
切
り　

６
月
29
日
（
金
）

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

介
護
者
研
修
会
�
講
演
会
�

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は
、
認
知
症
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
知
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
杉
山
先
生
の
講
演
は
大
変

わ
か
り
や
す
く
、
介
護
の
ヒ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
に
も
た
び
た
び
出
演
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
22
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
演
「
認
知
症
の
理
解

と
援
助
」

▼
講
師　

川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
杉
山
孝
博
さ
ん

▼
締
め
切
り　

７
月
17
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

荒
砥
高
校
開
放
講
座

自
分
�
着
物
�
着
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

７
月
17
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
復
禮
会
館

▼
内
容　

ゆ
か
た
の
着
付
け
（
ち

ょ
う
結
び
、
文
庫
結
び
、
貝
の
口

結
び
な
ど
）

▼
対
象　

女
性
の
か
た
（
30
人
）

▼
持
ち
物　

ゆ
か
た
、
肌
着
（
肌

襦じ
ゅ
ば
ん袢
・
裾
よ
け
、
ゆ
か
た
ス
リ
ッ

プ
等
）、ひ
も
数
本
、
伊
達
締
め
、

半は
ん
は
ば
お
び

巾
帯
、
前
板
、
タ
オ
ル
数
枚

▼
締
め
切
り　

７
月
９
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

�
�
�
�
長
井
線
�
七
夕
列
車
�

　

当
日
、
長
井
線
は
す
べ
て
の
列

車
を
「
七
夕
列
車
」
と
し
て
運
行

し
、
車
内
に
竹
を
飾
り
ま
す
。
短

冊
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
願
い
事
を
書
い
て
飾
り
付
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
７
日
（
土
）
〜
８

日
（
日
）

▼
イ
ベ
ン
ト

・
駄
菓
子
屋
と
移
動
美
術
館
（
長

井
駅
）

・
赤
湯
駅
、
宮
内
駅
、
西
大
塚
駅
、

荒
砥
駅
で
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
（
☎

88

－

２
０
０
２
）

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�
�
集
�

　

た
と
え
記
憶
が
失
わ
れ
て
も
、

二
人
で
明
日
の
記
憶
を
つ
く
っ
て

い
く
の
だ
か
ら
。
生
き
る
こ
と
の

喜
び
、
切
な
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を

教
え
て
く
れ
る
感
動
の
物
語
で
す
。

▼
い
つ　

７
月
６
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
〜
（
午
後
６
時
開
場
）

▼
ど
こ
で　

川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ

ー
プ
ラ
ザ
（
川
西
町
）

▼
上
映
作
品
「
明
日
の
記
憶
」

＊
上
映
前
に
荒
井
幸
博
さ
ん
に
よ

　

る
お
話
も
あ
り
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料
、
全
席
自
由

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１
）
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募　集

�
�
�
�
子
育
�
�
�
�
�
応
援
団

�
�
�
�
�
会
員
養
成
講
座
�

　

や
ま
が
た
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
応

援
団
と
は
、
山
形
県
内
で
子
ど
も

を
預
か
っ
て
ほ
し
い
「
お
ね
が
い

会
員
」
と
子
ど
も
を
預
か
る
「
ま

か
せ
て
会
員
」
が
事
前
に
登
録
し
、

サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
た
と
き
に

子
ど
も
を
預
か
る
事
業
で
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
と
し
て
活
動
す

る
た
め
に
必
要
な
専
門
知
識
を
勉

強
す
る
養
成
講
座
を
受
講
し
、
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

７
月
２
日（
月
）、
３
日

（
火
）、
５
日（
木
）、
６
日（
金
）、

７
日（
土
）、９
日（
月
）、10
日（
火
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
（
長
井
市
）

▼
対
象　

子
ど
も
が
好
き
な
か
た

で
全
課
程
に
参
加
で
き
、
修
了
後

に
「
ま
か
せ
て
会
員
」
と
し
て
活

動
で
き
る
か
た

▼
定
員　

40
人
程
度

▼
受
講
料　

５
０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
締
め
切
り　

６
月
20
日
（
水
）

必
着

▼
主
催
・
申
込
先　

〒
９
９
２

－

０
０
４
７
米
沢
市
徳
町
１

－

38

－

１　

や
ま
が
た
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

応
援
団
置
賜
（
社
会
福
祉
法
人
米

沢
仏
教
興
道
会
プ
チ
ハ
ウ
ス
内
、

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
３
８

－

24

－

０

２
３
６
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係
（
☎
86

－

０
２
１

２
）

平
成
19
年
度
警
察
官
�
採
用
試
験

▼
試
験
日　

７
月
８
日
（
日
）

▼
試
験
区
分
（
採
用
予
定
人
数
）

・
男
性
（
約
55
人
）

・
女
性
（
若
干
名
）

・
武
道
指
導
柔
道
（
若
干
名
）

・
武
道
指
導
剣
道
（
若
干
名
）

▼
受
験
資
格

(1)
年
齢　

昭
和
47
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た

＊
武
道
指
導
は
男
性
の
み

(2)
学
歴

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

　

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

　

者
、
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
委
員
会
が
①
に
掲
げ
る
者

　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
者

▼
申
込
期
限　

６
月
25
日
（
月
）

（
消
印
有
効
）

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
し

　

込
み
は
６
月
18
日
（
月
）

※
受
験
の
申
込
方
法
等
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
い

ま
す
（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.

yam
agata.jp/police/

）。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
警
察
本

部
警
務
課
（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

０
８
７
１
）

平
成
19
年
度
裁
判
所
事
務
官
採
用

Ⅲ
種
試
験�
高
等
学
校
卒
業
程
度
�

▼
１
次
試
験
日　

９
月
16
日（
日
）

▼
受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
か
た

▼
受
付
期
間　

７
月
17
日
（
火
）

〜
25
日
（
水
）（
消
印
有
効
）

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

＊
な
お
、
受
験
案
内
は
最
高
裁
判

　

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　

し
て
い
ま
す
（http://w

w
w
.

　

courts.go.jp/

）。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所　

事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５
１

１　

内
線
５
２
８
）

防
衛
省
学
生
�
自
衛
官
採
用
説
明
会

▼
対
象　

来
春
大
学
・
各
種
専
門

学
校
・
高
校
中
学
校
卒
業
予
定
者
、

一
般
の
か
た
で
大
学
進
学
・
公
務

員
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
看
護
師
な
ど

の
進
路
に
興
味
の
あ
る
か
た

▼
採
用
種
目
（
す
べ
て
男
女
）

①
学
生
コ
ー
ス　

防
衛
大
学
校
、

防
衛
医
科
大
学
校
、
看
護
学
生

（
看
護
師
）、航
空
学
生
（
パ
イ
ロ

ッ
ト
）、自
衛
隊
生
徒

②
自
衛
官
コ
ー
ス　

一
般
曹
候
補

生
、
二
等
陸
・
海
・
空
士

▼
受
験
受
付　

７
月
１
日（
日
）〜

【
採
用
説
明
会
】

▼
い
つ　

７
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
１
・

２
研
修
室

▼
内
容　

各
コ
ー
ス
の
制
度
説
明

及
び
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
職
種

説
明
、
試
験
対
策
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

介
護
職
員
募
集

▼
事
業
所
名　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

あ
さ
ひ
（
朝
日
町
大
字
宮
宿
）

▼
職
種　

常
勤
パ
ー
ト
職
員

▼
募
集
人
員　

２
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

▼
年
齢　

問
い
ま
せ
ん
。

▼
賃
金

①
介
護
職
経
験
者　

　
　
　
　
　
　

時
給
７
５
０
円
〜

②
未
経
験
者　

時
給
７
０
０
円
〜

▼
選
考
方
法　

面
接

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

山
形

小
木
医
科
器
械
株
式
会
社
（
☎
０

２
３

－

６
８
１

－

３
６
３
３
）

荒砥駅前交流施設資料館
展示品を模様替えしました
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深
山
観
音
堂
屋
根
改
修
�
向
�
�

　

国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
、

今
な
お
厚
い
信
仰
を
集
め
る
「
深

山
観
音
堂
」。そ
の
屋
根
の
葺ふ

き
替

え
の
た
め
、
来
年
度
に
向
け
今
年

の
秋
に
材
料
の
茅か
や

を
集
め
る
予
定

で
す
。
貴
重
な
文
化
財
保
存
の
た

め
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

文
化
振
興
係（
☎
85

－

６
１
４
６
）

�
�
�
�
歯
�
大
丈
夫
�

歯
周
疾
患
検
診
�
受
�
�
�
�
�

　

な
ん
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
20
本
の
歯
が
必
要
。
80
歳
ま
で

20
本
残
し
た
い
で
す
ね
。
歯
を
失

う
一
番
の
原
因
が
歯
周
疾
患
（
以

前
の
歯し

そ
う
の
う
ろ
う

槽
膿
漏
）
で
す
。
検
診
を

受
け
早
め
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　

今
年
度
中
に
40
歳
、

50
歳
、
60
歳
、
70
歳
に
な
る
か
た

▼
受
診
期
間　

６
月
１
日
〜
12
月

31
日

▼
受
診
方
法　

申
し
込
ま
れ
た
か

た
に
、
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

おしらせ

平
成
19
年
度
置
賜
森
�
恵
�
塾

▼
対
象
者　

１
回
に
つ
き
先
着
50

人
程
度

▼
内
容

第
１
回　

置
賜
地
域
の
山
菜
、
き

の
こ
生
産
･
販
売
に
つ
い
て

・
６
月
29
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
講
堂

第
２
回　

山
菜
の
生
育
管
理
の
実

際
①

・
７
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
米
沢
市
関
地
内

第
３
回　

山
菜
の
生
育
管
理
の
実

際
②

・
９
月
７
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
米
沢
市
関
地
内

第
４
回　

菌
床
き
の
こ
の
栽
培
方
法

・
10
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

・
古
山
き
の
こ
園
（
米
沢
市
）

第
５
回　

原
木
き
の
こ
の
栽
培
方
法

・
11
月
９
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
源
流
の
森

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

森
林
整
備
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－
６
０
６
３
）

▼
検
診
料　

１
３
０
０
円
（
４
２

２
７
円
の
う
ち
自
己
負
担
分
）

▼
検
診
機
関　

県
内
の
歯
科
医
院

＊
先
着
20
人
で
、
現
在
治
療
中
の

　

か
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２

１
０
）

�
�
�
�
�
川
�
住
�
�
�
�
�

�
�
�運
動
�
実
施
�
�
�
�

　

今
年
も
７
月
１
日
（
日
）
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
で

計
画
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
区
・
町
内
長
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課　

管
理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

目
�
�
�
�
�
巡
回
相
談
会

　

目
や
見
え
方
に
不
安
の
あ
る
乳

幼
児
、
児
童
、
生
徒
や
成
人
の
か

た
、
そ
の
ご
家
族
の
か
た
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

９
月
26
日
（
水
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

▼
締
め
切
り　

８
月
６
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
山
形

盲
学
校
（
☎
０
２
３

－

６
７
２

－

４
１
１
６
）

�
月
�
不
正
改
造
車
両
排
除
�

強
化
月
間
�
�

　

国
土
交
通
省
で
は
、
交
通
事
故

防
止
、
環
境
保
全
、
人
び
と
の
安

心
確
保
の
た
め
、
安
全
を
脅
か
し
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
不
正
改
造

車
の
排
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６

月
を
強
化
月
間
と
し
、
協
力
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

不
正
改
造
の
防
止
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
排
除

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
不
正
改
造
車
例

①
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着
色
フ
ィ
ル
ム

　

の
貼
付
や
誤
認
を
招
く
ク
リ
ア

　

レ
ン
ズ
の
装
着
・
使
用

②
土
砂
を
運
搬
す
る
ダ
ン
プ
の
リ

　

ア
バ
ン
パ
の
切
断
・
取
り
外
し

③
排
気
ガ
ス
用
触
媒
・
マ
フ
ラ
ー
、

　

燃
料
ポ
ン
プ
封
印
の
取
り
外
し

④
過
積
載
を
目
的
と
し
た
検
査
後

　

の
燃
料
タ
ン
ク
増
設

⑤
大
型
車
の
速
度
抑
制
装
置
（
ス

　

ピ
ー
ド
リ
ミ
ッ
タ
ー
）
の
解
除

　

な
ど

■
情
報
・
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省　

東
北
運
輸
局
山
形

運
輸
支
局
（
☎
０
２
３

－

６
８
６

－

４
７
１
４
）

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

最
近
の
看
護
知
識
や
技
術
を
修

得
し
て
、
再
就
業
に
対
す
る
不
安

を
な
く
し
、
職
場
復
帰
を
容
易
に

す
る
講
習
会
で
す
。

▼
講
習
期
間　

８
月
20
日
（
月
）

〜
24
日
（
金
）

▼
会
場　

社
団
法
人
山
形
県
看
護

協
会
看
護
研
修
セ
ン
タ
ー
、
県
立

中
央
病
院

▼
対
象　

保
・
助
・
看
・
准
看
い

ず
れ
か
の
免
許
を
有
し
、
現
在
未

就
業
で
県
内
に
再
就
職
を
希
望
さ

れ
る
か
た

▼
受
講
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

▼
費
用

・
受
講
料
３
０
０
０
円

・
実
習
時
の
賠
償
保
険
料

＊
た
だ
し
、
申
込
後
に
キ
ャ
ン
セ

　

ル
さ
れ
る
場
合
で
も
、
賠
償
保

　

険
料
に
つ
い
て
は
徴
収
し
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

７
月
９
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
山
形

県
看
護
協
会
事
業
課
・
山
形
県
ナ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６

４
６

－

８
８
７
８
）
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佳
作　

無
位
無
冠
惚ぼ

け
ぬ
守
り
と
草
む
し
る　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

子
守
り
唄
遠
い
昔
に
置
き
去
ら
れ　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

葉
桜
に
お
礼れ
い
ご
い肥
す
る
桜
守　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

見
守
り
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
流
れ
子
ら
帰
る　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

守
り
抜
く
心
ぐ
ら
つ
く
難
時
代　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

お
守
り
を
持
た
せ
試
験
に
送
り
出
す　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

ラ
ン
ド
セ
ル
ど
の
子
も
光
る
守
袋　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

毎
日
の
妻
の
料
理
が
身
を
守
る　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

〃　
　

留
守
番
も
一
役
母
に
す
る
感
謝　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

〃　
　

信
号
機
ち
ょ
っ
と
待
た
せ
て
身
を
守
る　
　

埼　

玉　

村
上　

桂
造

〃　
　

お
守
り
を
財
布
に
は
さ
む
妻
の
笑
み　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

〃　
　

種
播
い
て
鎮
守
の
森
の
春
祭
り　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

秀
逸　

長
男
に
生
ま
れ
先
祖
の
土
地
守
る　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

趣
味
仲
間
約
束
守
る
至
福
風　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

還
暦
よ
ま
だ
譲
れ
な
い
守
備
範
囲　
　
　
　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

〃　
　

四
捨
五
入
し
て
も
気
力
で
農
守
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

〃　
　

見
守
ら
れ
や
さ
し
い
母
の
目
背
に
感
じ　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

約
束
を
守
り
友
情
結
ば
れ
る　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

ゴ
ミ
出
し
に
ル
ー
ル
を
守
る
町
ぐ
る
み　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

子
等
巣
立
ち
過
疎
を
守
っ
て
母
一
人　
　
　

畔　

藤　

川
井　

ち
よ

〃　
　

遠
く
か
ら
い
つ
も
見
守
る
親
心　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

約
束
を
守
る
重
み
の
保
証
印　
　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

五
客　

こ
の
里
を
守
り
た
い
か
ら
過
疎
に
住
む　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

ハ
ー
ド
ル
を
一
段
下
げ
て
身
を
守
る　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

身
の
丈
の
幸
せ
守
り
生
き
る
日
　々
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

巣
立
つ
子
の
進
路
見
守
る
母
の
傘　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

愛
情
で
守
る
心
に
花
も
咲
く　
　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

人
位　

あ
っ
た
か
い
母
の
背
中
の
子
守
歌　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

地
位　

子
を
守
る
愛
の
深
さ
は
海
の
程　
　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

天
位　

さ
り
げ
な
く
母
説
く
処し
ょ
せ
い世

守
る
道　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

軸　

生
き
て
行
く
た
め
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ね
ば　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題
「
記
念
」
六
月
末
日
ま
で
。「
う
っ
か
り
」
七
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　
　
　

高
橋
白
兎　

宛

な
お
、
町
報
川
柳
友
の
会
の
花
見
は
、
企
画
を
変
更
し
、
改
め
て
ご
案
内

を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
町
報
川
柳
�　 

　

守
る　
　
　
　

菊
地　

克
二　

選

恐竜の竹の子煮？

３歳男「これって、恐竜の骨みた
　　　いだね」

保育士「竹の子っていうんだよ」
３歳男「うーん、よし！恐竜の骨
　　　食べてやる」

　

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

副
代
表
理
事
で
、
神
奈
川
・
川
崎

幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
杉
山
孝
博

さ
ん
の
「
上
手
な
介
護
の
12
カ
条
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
４
条
「
過
去
に
こ
だ
わ
ら
な

い
で
現
在
を
認
め
よ
う
」

�
細
�
�
�
�
�
�
�
�
�
気
配

�
�
�
�
�
�
�
�
身
�
�
�
�

�
�
�
�
�
母
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
信
�
�
�
�
�
��
肉
親
�
認
知

症
�
始
�
�
�
�
�
�
�
�
家
族

�
現
実
�
認
�
�
�
�
�
�
�
�
�

肉
親
�
示
�
奇
妙
�
症
状
�
戸
惑

�
�
�
�
��
認
知
症
�
�
�
�
�

�
�
�
�
今
日
�
体
�
調
子
�
悪

�
�
�
虫
�
居
所
�
悪
�
�
�
�
�

�
�
�
否
定
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

元
通
�
�
�
�
�
�
�
�
人
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
一
生
懸
命
説

明
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

認
知
症
�
人
�
�
認
知
症
�
�

�
�
�
�
�
�
�
言
動
�
�
�
�

�
見
�
�
�
�
�
混
乱
�
落
�
着

�
�
�
認
知
症
�
治
�
�
�
思
�

�
�
�
�
穏
�
�
�
状
態
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
家
族
�
�
�
�
�
認
知
症
�

�
�
�
�
�
��
認
知
症
�
治
�

�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
�
元
�

状
態
�
戻
�
�
�
�
�
努
力
�
�

悪
�
結
果
�
�
�
�
�
場
合
�
�

�
�
�
�
�
�

�

認
知
症
�
人
�
特
徴
�
�
�
�

何
度
教
�
�
�
�
�
忘
�
�
�
�

�
�
説
明
�
�
�
�
否
定
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

強
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
人
�
�
�
�
人
�
嫌
�

人
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
認

知
症
�
症
状
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
結
局
�

現
実
�
認
�
�
�
�
�
�
�
�
�

受
�
入
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

過
去
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
介
護
�
最
�
困
難
�

時
期
�
�
�
言
�
方
�
変
�
�
�
�

現
実
�
認
�
�
�
�
�
�
自
�
介

護
�
大
変
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�

悩
�
�
�
�
�
�
地
域
包
括
支

援
�
�
�
�
�
�
気
軽
�
�
相
談

�
�
�
�
�
負
担
�
軽
�
�
�
上

手
�
介
護
�
続
�
�
�
�
�
�

ひがしね保育園

お昼に弁当の中を見て

３歳女「ママにレ
3

ザートつくって

　　　もらった。冷蔵庫でふ
3

やし

　　　てもらったの」

弁当のおかず
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

高　玉 金田 浩　明 こころ康　子

浅　立 鈴木 竜　一 莉
り

　央
お

朋　美

荒砥乙 長谷川 孝　次 り　さ清　美

荒砥乙 山口 秀　輝 創
そう

　士
し

愛　子

荒砥乙 青木 和　人 心
こころ

真紀子

鮎　貝 船山 健　司 芽
め

　生
い

愛　子

浅　立 髙橋 浩　之 美
み

　咲
さき

喜栄子

高　玉 樋口 秀　幸 芽
め

　生
い

藍

横田尻 小谷部 幸　英 将
まさ

　幸
ゆき

直　美

高　玉 児玉 秀　朗 凌
りょう

　成
せい

由美子

浅　立 高橋 守 優
ゆう

　斗
と

香　織

十　王 田宮 修 悠
ゆ

　羽
う

瑞　穂

荒砥乙 高橋 顕　彦 七
なな

　倖
こ

美　雪

畔　藤 河又 弘　人 聖
せ

　奈
な

愛

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（今　　　隆　広　　箕和田
大　宮　有　華　　山形市

（丸　川　大　介　　横田尻
齋　藤　美　紀　　山形市

（梅　津　　睦　　　荒砥乙
紺　野　友　加　　南陽市

（梅　津　健　二　　広　野
鈴　木　美紗子　　鮎　貝

（山　崎　　昭　　　千葉県
樋　口　和　惠　　鮎　貝

（山　口　宏　哉　　鮎　貝
早　坂　千　賀　　長井市

（後　藤　　元　　　鮎　貝
土　屋　陽　子　　横田尻

（大　木　　学　　　畔　藤
青　木　　薫　　　高　玉

（樋　口　則　明　　高　岡
伊　藤　美　香　　長井市

（五十公野一　也　　大　瀬
遠　藤　香奈子　　飯豊町

（菅　原　昌　和　　畔　藤
今　野　美　紀　　十　王

（田　口　美　貴　　十　王
槌　谷　明　子　　山　口

　

６
月
に
入
っ
て
週
末
の
夜
７
時
。

交
通
安
全
協
会
荒
砥
支
部
の
総
会
が

地
区
公
民
館
で
１
０
４
人
の
出
席
者

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
交
通
事
故
を

撲
滅
す
る
た
め
の
会
議
で
あ
る
。
今

年
の
県
内
全
体
の
交
通
事
故
発
生
件

数
は
、
昨
年
と
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
本
町
は
重
大

事
故
は
な
い
も
の
の
増
加
し
て
い
る
。

特
に
、
荒
砥
・
十
王
地
区
は
主
要
国

道
が
通
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
比

率
が
高
い
。
そ
し
て
ま
た
、
事
故
の

被
害
者
は
本
町
に
限
ら
ず
、
高
齢
者

や
子
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
が

圧
倒
的
に
多
い
。
当
日
の
総
会
の
席

上
、
長
井
警
察
署
の
交
通
課
長
さ
ん

が
「
守
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
」
と

し
て
３
点
を
挙
げ
ら
れ
た
。

　

一
つ
は
、
前
方
、
左
右
の
確
認
。

事
故
の
発
生
原
因
の
約
70
％
が
確
認

し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　

二
つ
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
。
子

ど
も
と
同
乗
に
よ
る
事
故
の
被
害
者

は
、
子
ど
も
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ

れ
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
を
着
用
し

て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　

三
つ
は
、
絶
対
し
て
い
け
な
い
飲

酒
運
転
。
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
交
通
事
故
撲

滅
の
た
め
に
、
各
行
政
機
関
や
関
係

団
体
が
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
そ
し

て
多
く
の
か
た
が
た
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
、
町
民
へ
の
安
全
運
転
・

事
故
防
止
の
啓
発
活
動
や
見
守
り
活

動
を
実
践
し
、
事
故
の
防
止
と
発
生

の
減
少
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
お
互

い
ゆ
と
り
を
持
っ
て
運
転
し
、
あ
ら

た
め
て
前
の
三
項
目
を
厳
守
し
た
い
。

　

翌
日
６
月
３
日
は
朝
か
ら
快
晴
で

あ
る
。
白
鷹
町
春
季
消
防
演
習
が
午

前
８
時
30
分
か
ら
東
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
。
約
６
7
０
人
の

団
員
、
関
係
者
を
含
め
て
約
８
０
０

人
参
加
に
よ
る
消
防
演
習
で
あ
る
。

団
員
の
か
た
が
た
は
す
で
に
朝
５
時

30
分
か
ら
内
演
習
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
か
ら
新
し
い
活
動
服
を
身
に
ま

と
っ
て
の
演
習
。
各
個
訓
練
、
小
隊

訓
練
、
中
隊
訓
練
。
町
火
消
し
の
披

露
。
さ
ら
に
火
災
想
定
に
よ
る
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
と
分
列
行
進
。
実
に
整

然
と
し
た
一
糸
乱
れ
な
い
体
系
で
あ

り
、
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て
の
指
揮

と
秩
序
、
具
体
的
瞬
時
の
対
応
力
が

見
て
取
れ
る
。
さ
す
が
白
鷹
町
消
防

団
で
あ
る
。
同
席
し
た
警
察
署
長
さ

ん
も
、
そ
の
見
事
さ
を
称
賛
さ
れ
た
。

こ
れ
も
常
日
ご
ろ
の
訓
練
の
賜
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
翌
日
月
曜
日
、
夜
７
時
30
分
。

中
央
公
民
館
で
の
会
議
に
出
席
す
べ

く
外
に
出
る
と
、
白
鷹
分
署
前
で
分

署
員
と
消
防
団
員
約
50
人
で
、
操
法

に
向
け
て
の
訓
練
を
既
に
行
っ
て
い

た
。

　

団
員
の
か
た
が
た
は
、
今
が
働
き

盛
り
の
白
鷹
町
を
背
負
っ
て
い
る
青

年
・
壮
年
の
人
た
ち
で
あ
り
、
自
分

や
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
人
た

ち
で
あ
る
。
そ
の
生
活
に
お
い
て
消

防
団
と
し
て
白
鷹
の
地
域
を
守
る
、

人
を
守
る
と
い
う
、
最
も
公
益
の
基

本
と
す
べ
き
こ
と
に
身
を
置
き
、
い

ざ
有
事
の
際
は
直
ち
に
出
動
す
る
こ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

交
通
安
全
に
せ
よ
、
消
防
に
せ
よ
、

専
門
組
織
と
、
そ
れ
と
と
も
に
協
働

し
、
あ
る
い
は
主
体
と
な
っ
て
、
目

的
達
成
の
た
め
町
民
力
を
発
揮
す
る

人
び
と
の
力
な
く
し
て
、
安
全
安
心

な
社
会
は
決
し
て
形
成
さ
れ
な
い
。

と
り
わ
け
少
子
・
高
齢
社
会
、
間
違

っ
た
個
人
主
義
に
走
り
が
ち
な
昨
今
、

各
々
の
生
き
方
と
し
て
、
人
は
社
会

の
中
で
生
き
、
生
か
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
い
う
倫
理
観
を
、
国
民
み
ん
な

が
強
く
持
つ
必
要
が
あ
る
。
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 住所　　  氏　　名  　年齢
菖　蒲　小　関　　　一　91
中　山　戸　借　　　吉　89
箕和田　土　屋　五　郎　76
深　山　樋　口　久　一　82
高　玉　長谷部　　勇　　76
鮎　貝　三津井　正　清　68
高　玉　小　林　敏　雄　91
荒砥乙　新　野　秀　夫　89
箕和田　佐　　　サキ　　79
深　山　樋　口　富美子　83
山　口　大　滝　う　ん　86

畔　藤　横　澤　ひ　で　98
中　山　大　滝　むめの　93
萩　野　紺　野　　　わ　83
横田尻　小　林　貴　美　54
中　山　大　滝　欣太郎　74
畔　藤　紺　野　乃武夫　80
十　王　　　川　榮　次　77
荒砥甲　五十公野シ　ゲ　85
荒砥甲　石　堂　い　ち　92
鮎　貝　三津井　長　松　79
横田尻　岡　野　た　け　89
畔　藤　渋　谷　忠　太　92
荒砥甲　小　林　秀　雄　87

●5月1日 ▼5月31日


